
会
議
所
日
誌

2
月

(
2
月
t
3
月
)

日
マ
公
取
協
議
会
総
会
開
催

鈴
日
▽
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典 '

'
'
゛
'
'
'
'
'
'
'
'
'
゛
●
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
゛
'
'
'
'
●
'
'
'
'
'
'
 
4

人
会
例
△
冥
歌
舞
伎
観
劇
会
)

Ⅱ
日
▽
大
型
店
舗
説
明
会
劇
▽
鎌

倉
商
工
会
議
所
と
の
懇
談
会

開
催
マ
特
許
相
談
実
施

訟
日
マ
第
熨
回
議
員
総
会
開
催
マ

県
決
算
指
導

部
日
マ
関
熊
明
普
及
委
員
会
現

場
視
察
に
参
加
(
木
戸
次
長
)

別
日
▽
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
奈
良
県
民
共
闘
会
議
」
に

出
席
マ
公
害
健
康
被
害
補
償

協
会
研
修
に
参
加
(
渡
辺
係

員
)

部
日
マ
一
級
販
売
士
検
定
試
験
面

接
実
施
マ
奈
良
市
固
定
資
産

評
価
委
員
会
に
出
席
(
小
谷

専
務
理
事
)

3
月

2
日
▽
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
中

小
企
業
相
談
所
々
長
会
議
に

出
席
(
木
戸
次
長
・
於
東
京
)

4
日
▽
小
売
部
会
幹
事
会
開
催
マ

創
立
三
十
周
年
記
念
実
行
委

員
会
並
び
に
正
副
部
会
長
合

同
会
議
開
催

8
日
マ
建
設
部
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

9
日
マ
正
副
会
頭
会
議
開
催
▽
金

融
審
査
会
開
催
▽
経
済
政
策

委
員
会
開
催
▽
当
所
婦
人
会

竹
マ
句
会
開
催

W
日
▽
公
害
交
通
対
策
委
員
会
開

催
(
講
師
鮫
島
真
郎
県
環
境

整
備
係
長
)

Ⅱ
日
マ
公
取
審
査
会
開
催

U
日
▽
第
鵬
回
常
議
員
会
開
催

巧
日
マ
観
光
部
会
開
催
▽
当
初
婦

、、、、、、、、、、、、
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W
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5

数

51

昭
和
詑
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

も
決
ま
り
、
し
ょ
い
よ
四
月
か
ら
新

年
度
に
入
り
ま
す
▼
御
存
知
の
よ
う

に
今
年
は
当
所
創
立
三
十
周
年
か
ら

新
た
に
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
り

ま
た
新
入
社
員
が
社
会
人
と
し
て
巣

立
つ
年
で
も
あ
り
ま
す
▼
そ
こ
で
、

当
所
で
は
新
入
社
員
教
育
の
一
助
と

す
る
べ
く
新
年
度
事
業
の
第
一
蝉
と

し
て
『
新
入
社
員
研
修
講
座
』
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
市
と

の
共
催
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
手

軽
に
新
入
社
員
教
育
が
で
き
る
と
好

評
を
博
し
て
V
る
講
習
会
で
す
▼
各

企
業
の
方
は
、
社
員
教
育
の
一
環
と

し
て
こ
の
講
座
を
利
用
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。
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税
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記
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、
、
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労
働
保
険
事
務
代
行

一
義
一

一
余

共
済
制
度
の
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及
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演
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催
一
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種
検
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情
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・
資
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見
具
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議

貸
会
議
室
・
展
示
室

倖

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
鵠

一
部
五
十
円

,
'

(

江

冨

一

、
ノ
{
{
{

、

.

一

禽
一

兇

一

一

壹

゛十
J
J

゛
ニ
エ

、
、
宇
一

、
゛

、

J

風

Y

、
、
,

゛
゛
'
兇

一

上
仏

そ
Π

、

一

乢

J↓

る

i

イ
●
工

Y

'

、

'
獣1

、
J

一

慮
一
イ

用
崔

リ凸
 
J
 
)

リ
んJ

識

日

、

エ
,
、オ

'
ー
'

-
ー

一
ナ

1
 
■
卓

"

(
、
(

肖

一'一

議

一

イ

目

2

4

金
融
相
談

"

一
、
ー
、
(
メ
、
{
(
ー
イ
、
ノ
/
、
ノ
{
ー
{
ー
-

一
一

、

次

ヒ
司
一
-
ー

第103号綿召和48年7月2日弔三種郵便物認弓)

^
0 /ニ、/弐＼

第 103

ゆ企業を育く地域をのば

奈良会i義所ニュース昭和52年4門10日(毎月1回10日発行)

0

予磁L'J1 イ
÷、

、、、
一ι」.凡゛」凡

ユ

'玉J,ーー

壷亀盲酬豊臨輩鵬,弛厘
1リ C"

商工会議所司

1 9 7 フ.4

御相談は奈良商工会議所中小企業相談所へ
TEL ⑳ 6 2 2 2 (代)

't40〔ミ't'ン',・{.'宰,ヱ"ι'ご^吐克'・、'」'嘉」'^、^ノ間,"
゛.、、,、.),,

凡^^^

^瀛,捗y

第]03号(第三種郷便物認、可)

昭和52年度事業計画子鉾決主る
景気動向調査まとまる

"'、「'

一
^
支答こ、 ^

全国特耐清悩響りスト;こつして

.、"授oy叫

党二"
^¥'

-1
、^

V■
ん=ミ

之^、」^

竹'柏句

'

¥'

一̂

、、、^、.『'コー

、

ノ゛

^
^

1

.

0.、ユ W "

'、

々

喜」イ塑能、、゛

.、

奈良会i義所ニュース昭和52年4月10日(毎月1回10日発行)

事業

を自然を美しく
がらの投げ捨てはやめましょう。

事業所訪

i

..¥,痴、..oeB

産状況(県)(帝国興信戸励
内整理を含む負債1,000万円以上)

主師経滄指樮一ーー

●、」_ー、、、._゛"コ、、_'三工、、、、_^.'^キ、_^

"ι
コ3

ノ_ト
17、

臼亨卑売公吐

"打一

桃

白
"[ン、

件数

、,ノ:冉'
」

、

ι

19

前年同月

.゛ー、1-ーー'、ー^^^、、、"'ノー、、、」,ー'

金額 1詞'而く里巳

、、^'ーー、甲"'

議員異動

乗客数(2月)

5,000万円

、辻二
一曜、

]0

Ⅱ

H

-12

1

2,700万円
112 貝

奈良市消費者物価指数(1月)

3 億、900万円

国鉄奈良駅

(国鉄奈良職卜奈良交通)

111

奈良交通名所めぐり

480,071

奈良公園

113.2

422,709

(/0

奈良・一法隆
寺一西ノ京

4,765

3,964

職業紹介状況(2月)
(学卒、バートを除く)

8.3

106.4

1,638

109.9

109.9

光劃1

月間有効求ノ、数

1,358

(昭和50年=100)

110.8

110.9

被服

月問有効求職者数

ノ、

有効求人倍率

Ⅱ0.4

1]0.8

雑費

ノ＼

]19.6

857

1,964
267

856

3,458
532

0.57

者数

109.5

(総理府統計局)

件

120.6

439

1,155
154

435

1,820
288

418

809

113

421

1,638
244

747

1,896
229

869

3,747
490

0.51

-12 -

住居
上昇率

対前月比対前年同月

1ヌ'牙

新規求

新規求職

奈良

乗客
乗客
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当
所
で
ば
、
新
年
度
の
事
業
計
画
予
算
等
を
決
定
す
る
議
員

奨
衰
三
月
二
十
二
日
午
後
三
時
よ
り
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お

レノ

ヤ
て
聞
催
。
昭
和
五
十
二
午
宗
業
計
画
、
一
般
会
計
並
び
に

特
別
A
註
小
算
等
に
つ
い
玉
重
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
^
さ
^
た
0

総
△
護
上
田
会
頭
は
じ
め
小
林
、

近
東
開
高
各
副
会
頭
ら
部
名
(
内

委
任
状
出
席
妬
名
)
が
出
席
。
上

田
会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入

0
 
二
0心

は
報
告
張
か
ら
入
り
、
次

の
通
り
報
告
、
承
認
さ
れ
た
。

①
業
務
概
要
(
乳
・
 
7
t
詑
・
 
3
)

部
会
長

副
部
会
長

大
東
善
治

西
田
誠
宏

箸
霊
哉

【
醸
造
】

部
会
長

副
部
会
長

【
工
芸
】

部
会
長

副
部
会
長

【
建
設
】

部
会
長

副
部
会
長

②
議
貝
一
鸞
動
に
つ
い
て

樹
近
鉄
百
貨
店
奈
良
店

新
高
田
幸
男
氏
旧
前
田
禹
夫
氏

(
(
2
月
れ
日
付
)

大
和
証
券
鵠
奈
良
支
店

新
鶴
沢
初
雌
氏
旧
吉
野
正
人
氏

(
3
月
松
日
付
)

③
創
立
託
聯
年
記
念
式
典
結
果
報
告

に
つ
い
て

大
東
善
治
同
式
典
委
員
長
よ
り
成

功
裏
に
終
了
し
た
旨
報
告

④
各
部
会
長
選
任
報
告
に
つ
い
て

次
の
通
り
報
告
(
敬
称
略
)

【
'
而
業
小
売
〕

部
会
長
岡
本
栄
一

副
部
会
長
上
村
次
鄭
・
増
田
義
一

荒
木
直
三
郎
・
植
原
一

5
 
-

浅
田
国
荘

谷
井
博

豊
沢
儀
雄

萩
原
正
一

の
と
お
り
協
議
さ
れ
た
。

◆
常
議
貝
一
名
補
欠
選
任
に
つ
い
て

木
村
作
次
氏
1
鵠
淺
沼
組
奈
良
営

業
所
所
長
1
を
選
任

W
昭
和
五
十
二
年
宗
業
'
案
に

つ
い
て

嗣
和
五
十
二
年
度
一
般
会
艘
支

予
算
案
に
つ
い
て
【
表
参
照
】

四
昭
和
五
十
二
年
度
会
館
特
別
会
計

収
支
予
算
案
に
つ
い
て

山
昭
和
五
十
二
年
度
中
小
傘
相
談

所
特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い

て以
上
二
号
議
案
か
ら
五
号
議
案
ま

で
原
案
通
り
可
決
。

佛
奈
良
商
工
会
誘
旅
費
規
程
改
正

水
谷
契

松
井
茂
雄
・
古
瀬
妾

桝
谷
将

長
岡
末
光
・
木
村
作
次

松
田
善
男

【
理
財
]

部
会
長
野
村
萬
作

副
部
会
長

三
輪
静
香

【
交
通
運
輸
】

部
会
長

小
松
正
幸

副
部
会
長
八
田
栄

【
商
業
卸
】

部
会
長
下
出
久
治
郎

副
部
会
長
中
谷
安
治
・
増
尾
剛1

【
工
業
】

部
会
長
上
林
安
彦

認
会
長
立
花
和
夫
・
乾
太
郎

【
繊
雛
玉
】

部
会
長
植
田
喜
三
郎

副
部
会
長
稲
田
安
功
・
吉
田
淳
一

【
観
光
】

案
に
つ
V
て

原
案
ど
お
り
可
決

圃
三
条
通
り
シ
"
ツ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

商
店
街
振
興
組
合
登
に
関
す
る

鼎
だ
う
い
て

会
議
所
と
し
て
同
組
合
設
立
に
伺

以
上
の
出
項
に
つ
長
重
審
議
さ

れ
午
後
五
時
す
ぎ
閉
会
し
た
。
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⑤
委
員
会
及
び
部
会

活
動
報
告

本
件
に
つ
い
て
は

従
前
の
委
員
会

、部
会
活
動
に
加
え
、

今
後
一
層
活
発
化
し

た
い
旨
関
係
名
よ
り

報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
協
議
事
頂

に
入
り
そ
れ
ぞ
れ
次

十

'
'
,

」

((

日
商
表
彰
状
伝
達
式

総
会
終
了
後
粥
崔
ー
イ

讐
終
了
後
、
永
年
当
所
の
運
営
故
大
森
久
司
氏
(
前
会
頭
)

谷
井
友
三
郎
氏
(
前
常
議
員
)

に
尽
力
さ
れ
た
退
任
議
員
及
び
事
務

俄
員
に
刈
し
て
日
本
商
工
会
議
所

吉
川
晃
氏
(
"
)

の
表
彰
状
§
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

藤
田
三
郎
氏
(
ノノ

(
被
表
彰
岩
は
次
の
通
り
)

八
尾
喜
司
雄
氏
(
力
)

一

,
 
y
1
 
-
,
ノ
ゞ
智
y
 
ヂ

,
〒
、
ψ
 
0
 
ノ
ノ
ノ
q
、
、
ヂ

1
-
、
一

〆
<

鴛
亀

ミ

,
ご
誕
ソ
0
孝
ヲ

'
◆
六

珍
ψ
.

U
え
ー

店
夫

支

y

ノ

うよし

,
一

ぎ
N
M
,

■
町

ξ

ヨ
」
'キJ

 
.
 
J

学
三
、

J
T

t
 
巨
牙

,
ニ

夢

▲

ナ

一
'
三
写
」
、

ト
 
J

,
一

2
 
3
 
←
 
5
 
6
 
【
i
 
8

13

r

J=、、'.瓢<

、
Πf

■

1

3『
.

ノ
ー3-0

」

'

十

「
マ
、
肌

゛

、所

比
、

:
一
.
"
ノ
、
圭

寸

賞
、

2

1

、
丈

'
 
J
 
、
、
一
型
一
^
『
J

弐
一
、

"
.

1

j

ト1
搬

'
一
-
0

(
前
田
耕
哉
氏
(
一
朕
員
)

南
畝
泰
一
郎
氏
(
"

北
浦
契
氏
(
"

木
戸
重
己
(
事
務
局
次
長
)

ま
た
、
去
る
二
月
二
十
三
日
開
催

の
三
十
周
年
記
念
式
典
で
器
さ
れ

た
故
大
森
会
頭
胸
像
レ
リ
ー
フ
の
作

成
者
で
あ
る
杉
村
尚
氏
に
ょ
る
作
成

あ
た
の
て
の
苦
心
談
を
拝
聴
し

こナ

、

J

一
迅

ル

、

劣
 
i

1

(

一

」

1

(

ヂ

一

電
.

'

、

'

週

一
゛

り
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"
・

プ

、
〒
モ

宗
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●
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、
゛
、

゛

3

3
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、

、

]
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一

卯

6
 
゛
 
8
 
」
 
4

一

-
0
 
-
i
 
6
 
1
 
4

0
 
9
 
2
 
8
 
1
 
つ
一
一
1

3
 
]
一
一

に
つ
い
て

御
器
四

9
 
5
 
1
」
 
2

8
 
2
 
1
 
5

卯

⑪
四
8
4

9
 
』

,
.

゛
ー

1
 
●
 
1

十
ア

'
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.
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一
、

御
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回
復
の
足
ど
り
鈍

、
ー
ー
ー
ー
ー
ー

経
営
状
態
の
回
復
の
足
ど
り
は
鈍
く
、
依
然
と
し
て
停
滞
基

調
1
こ
の
よ
う
な
結
果
が
当
所
累
気
動
向
調
査
で
わ
か
っ

」
0同

開
査
は
、
奈
良
市
産
業
界
の
尿
気
動
向
を
撮
す
る
目
的

で
年
四
回
ア
ソ
ケ
ー
ト
カ
式
に
ょ
り
実
施
し
て
い
る
、
の
で
今

回
が
二
回
目
で
あ
る 調

査
結
果
ま
と
ま
る

設
問
別
概
要

生
産
・
売
上
高
(
製
(
商
)
口
叩
)

1
五
一
年
-
 
0
月
t
 
三
河
期
の
奈

良
市
の
生
産
・
売
上
高
動
向
は
昨
年

同
期
と
比
較
し
て
「
増
加
」
し
た
も

の
四
一
丁
四
%
、
「
横
ぱ
V
」
四
一

一
%
、
「
減
少
」
し
た
も
の

五
%
(
B
S
1
条
気
観
三
・
九
)

で
生
産
・
売
上
高
は
や
や
増
加
基
調

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
前
回

(
五
一
年
六
月
時
点
)
「
増
加
」
三

五
・
九
%
、
「
横
ぱ
い
」
五
一
・
六

%
、
「
減
少
」
三
・
五
%
、
 
B
S

三
・
七
)

1
釜
別
に
み
る
と
、
「
減
少
」
で

は
繊
雛
の
二
三
・
0
%
、
蚊
帳
の
六

六
・
七
%
と
大
き
く
落
ち
込
み
、
実

梁
振
か
ら
く
る
減
産
体
制
が
大
き

ノ

コ

タ
碍
話遅オ篭

1
 
J

ナ
糖

@
器
期
間
昭
和
訟
年
1
月

6
e
t
訟
日

④
凋
査
対
象
昭
和
矼
年
弱
月

期
闇
1
姶
月
期
実
績

と
昭
和
部
年
1

月
1
3
月
期
の

予
想
を
前
年
同

翔
比
校
で
、
凋
査

三
四
八
社
(
十

二
柴
界
)
う
ち

回
答
企
業
一
五

一
社
(
回
収
率

1

く
作
用
し
て
い
る
、
の
と
思
わ
れ

る
。
又
食
料
品
の
三
三
・
三
%
・
士

産
品
小
売
の
三
0
・
ハ
%
と
減
少
が

目
立
っ
て
い
る
。
半
面
増
加
で
は
旅

館
の
六
0
 
・
 
0
%
・
印
刷
の
五
0
 
・

0
%
で
増
加
基
調
に
あ
り
、
機
械
・

金
属
の
五
0
・
0
%
・
一
般
小
売
の

四
七
・
ハ
%
建
設
の
二
六
・
七
%
と

各
業
種
と
も
回
復
基
調
に
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る

2
 
仕
入
高
(
商
品
又
は
原
材
料
)

五
一
年
-
 
0
月
1
ご
河
期
の
仕

入
状
況
に
つ
い
て
は
「
増
加
」
し
た

と
答
え
た
も
の
四
四
・
四
%
、
「
横

ぱ
い
L
 
四
六
・
三
%
、
「
減
少
」
九

ニ
%
(
B
S
1
 
-
七
・
六
)
で
全

般
的
に
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
(
語
「
増
加
」
三

ノ

ハ
%
、
「
値
下
り
L
 
三
・
九
%
B
S

1
-
七
・
九
)

業
種
別
に
は
、
食
料
品
、
緻
維
、

蚊
帳
、
釜
土
で
前
回
同
様
値
上
り
を

訴
え
て
い
る
。
反
面
印
刷
、
建
設
、

運
輸
、
旅
館
で
は
前
回
よ
り
若
干
な

が
ら
マ
イ
ナ
ス
綜
じ
て
お
り
、
業

種
間
に
や
や
格
差
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

3
 
決
済
条
件

五
一
年
-
 
0
月
1
三
月
期
の
売

掛
金
回
収
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
好

転
」
し
た
も
の
七
・
三
%
、
「
横
ぱ

い
L
 
七
六
・
ニ
%
、
「
悪
化
」
し
た

、
の
六
・
六
%
、
一
,
売
掛
金
ナ
シ
L

九
・
九
%
(
B
S
1
0
 
・
四
)
で
全

般
的
に
や
や
悪
化
現
象
を
た
ど
っ
て

い
る
も
の
と
思
b
れ
る
。
全
剛
回
、

「
好
転
」
-
 
0
・
一
%
、
「
横
ぱ
い
」

七
八
・
一
%
、
「
悪
化
L
 
五
・
五
%

「
売
掛
金
ナ
シ
」
六
・
三
%
)

器
的
に
は
、
前
回
よ
り
や
や
好

転
し
て
い
る
業
種
は
、
建
設
、
器

で
あ
り
、
反
面
や
や
悪
化
に
転
じ
て

い
る
業
種
は
、
食
料
品
、
蚊
帳
、
箪

聿
あ
る
。

手
形
サ
イ
ト
で
は
、
「
好
転
L
 
し

九
と
答
え
た
企
業
数
の
割
合
は
一

三
%
、
「
横
ぱ
い
」
五
=
一
・
五
%
、

「
悪
化
」
し
九
、
の
七
・
九
%
、
「

手
形
ナ
シ
」
三
七
・
一
%
(
B
S
1

1
三
・
一
己
で
売
掛
金
回
収
状
況
と

同
様
、
や
や
悪
化
現
象
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
(
前
回
、
「
好
転
L

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
ヨ
三
三
三
三
嵳
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
三
=
三
三
三
三
三
三
=
一
三
三
三
三
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
=
Ξ

ニ
・
ハ
%
「
横
ば
い
」
五
六
・
三
%

「
減
少
」
-
 
0
 
・
九
%
、
 
B
S
1
 
-

一
・
 
0
)

釜
別
に
は
、
卸
売
の
五
八
・
六

%
、
食
料
品
の
五
五
・
六
%
、
機
械

・
金
属
の
五
0
・
0
%
、
小
売
の
四

三
・
五
%
で
、
前
回
よ
り
増
加
基
調

に
あ
る
も
の
と
思
力
れ
る
。
繊
維
・

印
刷
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
、
の
と
思
わ
れ
る
。
反
面
蚊

帳
の
「
減
少
」
が
室
ハ
・
七
%
で
大

き
く
減
少
に
転
じ
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。
単
価
の
問
題
で
は
、

「
値
上
り
」
し
た
と
答
え
た
企
業
数

の
割
合
は
四
一
一
・
ニ
%
、
「
横
ぱ
い
」

五
五
・
 
0
%
、
「
減
少
」
し
た
も
の

ニ
・
六
%
(
B
S
1
 
-
九
・
九
)
で

値
上
り
基
調
は
依
然
と
し
て
強
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
全
則
回
「
値
上
り
」

三
八
・
三
%
、
「
横
ぱ
い
」
五
七
・

四
・
七
ひ
ψ
、
「
横
ば
い
L
 
五
五
・
五

%
、
「
悪
化
L
 
七
・
 
0
%
、
「
手
形

ナ
シ
」
(
三
二
・
ハ
%
(
B
S
1
-

一
・
二
)

釜
別
に
は
、
全
体
的
に
横
ぱ
い

か
ら
や
や
悪
化
し
て
お
り
、
特
に
繊

雜
・
蚊
帳
が
目
立
っ
て
い
る
。

4
 
資
金
繰

五
一
年
-
 
0
月
t
t
河
期
の
資

金
繰
り
動
向
は
、
「
好
転
」
し
た
と

す
る
蛋
数
の
割
合
は
九
・
九
%
、

「
横
ぱ
い
」
七
0
・
九
%
、
「
悪
化
」

し
た
も
の
一
九
・
ニ
%
、
 
B
S
1
-

四
・
七
で
年
末
資
金
謹
期
を
迎
え

「
悪
化
」
し
た
も
の
が
二
割
に
逹
し

逼
迫
感
が
強
い
も
の
と
吉
え
ら
れ

る
。
(
前
回
、
「
好
転
」
一
四
・
一

ノ

"
亘
一
旦
一
旦
1
'

タンレ

'
三
瓢
f
.
ニ
、
キ

、
埴

(
前
回
、
「
不
足
,
三
云
・
 
0
%

「
適
正
」
六
六
・
四
%
、
「
過
剰
」

八

六
%
B
S
1
-
ハ
・
二
)
業
種

別
に
み
る
と
、
印
刷
の
五
0
 
・
 
0
%

繊
維
の
四
六
・
ニ
%
、
旅
館
の
三
0

・
 
0
%
、
小
売
の
三
0
 
・
四
%
が

「
不
足
」
を
訴
え
て
お
り
、
衆
気
変

動
に
関
係
な
く
人
手
不
足
が
依
然
と

し
て
統
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
希
に
つ
い
て
撲
「
不
足
L
 
を

訴
え
る
も
の
三
・
六
%
、
適
正

七
二
・
ニ
%
、
「
過
剰
」
と
す
る
も

の
六
・
六
%
(
B
S
1
1
七
・
一
己

で
雇
用
人
員
と
同
様
、
笈
と
し
て

一
不
足
」
を
訴
え
て
い
る
。
全
削
回

「
不
足
L
 
工
七
・
三
%
、
「
適
正
L

六
七
・
ニ
%
、
一
過
剰
」
五
,
五
%

B
S
1
1
 
-
 
0
 
・
九
)
業
種
別
に
は

禦
の
一
三
・
一
%
、
士
産
品
尖

の
三
・
七
%
で
商
業
近
代
化
促
進

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
商
業
部
門
で

不
足
感
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

稼
動
率
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
全

体
で
ハ
ハ
・
五
%
で
低
率
状
態
に
あ

一

一
コ
一

碁

、゛ビ
.

門タヨト

力
く

＼
七
、

ν
、
、ぎ

一
、

%
、
「
横
ば
い
」
七
八
・
一
%
、

「
悪
化
」
七
・
ハ
%
B
S
1
三
.
2
)

業
種
別
に
は
、
蚊
帳
の
三
三
・
三

%
、
食
料
品
の
一
三
テ
四
%
、
繊
維

の
二
三
・
一
%
で
営
断
益
及
び
決

済
条
件
の
惡
化
等
に
ょ
り
、
資
金
繰

り
難
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

又
後
向
き
資
金
需
要
の
目
立
つ
繊

維
関
係
で
は
、
大
半
が
資
金
繰
り
難

を
訴
え
て
い
る
。
今
後
決
算
資
金
需

要
の
嵩
む
五
二
年
一
月
1
三
月
期
は

さ
ら
に
逼
迫
度
は
増
し
、
倒
産
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。

5
 
営
業
利
益

五
一
年
-
 
0
月
t
三
月
期
の
営

菜
利
益
の
動
向
は
、
一
,
増
加
」
し
た

も
の
一
九
・
ニ
%
届
ば
い
」
五
0

゛
之
{
く
 
J
 
メ
モ
、

,
 
t
◆
一
'
ゞ
Y
 
ゞ
一

5

三
両
番
レ
郭
9
ビ
~

寺
士
士

1
理
理

国
弁
弁
瓦
卿
⑯

区
2
坂

ト
東
北
ナ

ン

ノ

門
で

ノ

ノ

,
 
4
,

言
/
ノ
く
、
叫
一
气
Y
1
 
'
ノ
い
＼

'
■
先
J

ノ
、
ニ

''ノ乢

ノ
.

三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
主
三
三
三
三
三
三
三
主
三
三
三
三
三
三
三
三
三
芸
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
=
三
三
一
胃
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
ヨ
三
一
一
,

三
%
、
一
減
少
」
し
た
も
の
三
C

五
%
で
収
益
水
準
は
前
回
よ
り
引

き
銑
き
停
滞
基
調
に
あ
る
も
の
と
思一

八

わ
れ
る
。
(
前
回
、
「
増
加
」

ハ
%
、
「
横
ぱ
い
L
 
五
丁
六
%

.

「
減
少
」
二
九
・
六
%
B
S
1
1
五

四
)
業
種
別
に
み
る
と
、
旅
館

(
B
S
1
 
-
 
0
 
・
 
0
)
、
機
械
・
金

属
(
B
S
ー
ハ
・
一
己
、
小
売
(
B

S
1
四
,
四
)
、
食
料
品
(
B
S
1

0
)
の
四
織
を
除
く
<
柴
種
が
B

S
ー
ゼ
ロ
ラ
イ
ソ
下
に
あ
る
。
中
で

も
鸞
関
係
で
大
き
く
落
ち
込
み
、

印
刷
余
墨
で
も
か
な
り
落
ち
込
ん

で
い
る
。
機
械
・
金
属
・
食
*
品

旅
館
及
び
商
業
部
門
で
、
前
回
よ
り

や
や
増
加
し
、
ゆ
る
や
か
に
回
復
L

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

全
般
的
に
は
停
滞
基
調
に
あ
り
、

回
復
の
足
ど
り
は
鈍
0
て
い
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

6
 
現
況
に
つ
い
て

五
一
年
-
 
0
見
1
三
月
期
の
在

庫
に
つ
い
て
は
、
一
'
過
剰
L
 
を
訴
え

て
し
る
企
業
数
の
割
介
は
一
九
・
ニ

%
、
{
適
正
」
七
八
・
一
%
、
一
,
不

足
」
と
し
た
も
の
二
・
七
%
(
B
S

ー
ハ
・
一
己
で
、
依
然
と
し
て
過
剰

感
は
払
拭
で
き
な
い
で
い
る
。

(
前
回
、
「
過
剰
」
二
0
,
四
%

一
適
正
」
七
七
・
三
%
、
「
不
足
」

ニ
・
三
%
)
釜
別
に
み
る
と
、
蚊

帳
の
五
0
 
・
 
0
%
、
繊
維
の
三
八
・

四
%
で
、
減
産
強
化
に
あ
る
繊
雛
部

議
員
異

佛
張
百
貨
店
奈
良
店
で
は
、

こ
の
ほ
ど
人
無
共
動
が
行
わ
れ
、

新
店
長
編
田
幸
男
氏
【
盆
】

(
旧
前
田
禹
夫
氏
)
が
着
任
。
前

田
氏
の
後
任
議
貝
と
し
て
高
田
氏

が
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
。

」

斤-P
子
人

務
璋
正

'1

ヨ
ム
3、、
。
田
田
)

・
日

標
件
淡

国
商
事
相=.

.

.匠
侵
闇
目
夕
脇

^
御
^
牛
圭
丁
、
ツ
^

外
案
鴛
理
理
2
側
器

用
姦
国
瓦
晶

実
彬
、
舶

、
.
d

内
許
判
中
揮
審
所・議

願
会
出
工六

一

4

動
ま
た
、
大
和
証
券
倹
奈
良
支
店

で
も
異
動
が
あ
り
、
新
支
店
長
に

鶴
沢
初
雄
氏
【
写
百
盆
(
旧
吉
野

正
人
氏
)
が
着
任
、
そ
れ
ぞ
れ
当

嘉
員
に
就
任
さ
れ
た
。

＼

る
雇
用
人
員
に
つ
い
て
峡
不
足

を
訴
え
て
い
る
企
業
数
の
割
合
が
二

六
・
五
%
、
「
適
正
」
六
六
・
ニ
%

「
過
剰
」
で
あ
る
も
の
七
・
三
%

(
B
S
1
-
,
九
・
六
)
で
在
庫
と
は

逆
に
人
手
不
足
を
強
く
訴
え
て
い

る
。

÷
、
イ
¥
'

一
過
剰
」
を
訴
え
て
い

=
,
"
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る
も
の
と
思
b
れ
る
。
(
五
一
年
一

二
月
全
国
平
均
八
七
・
0
%
)
業
種

別
に
は
印
刷
が
九
六
・
七
%
と
高
率

を
示
し
て
い
る
。

7
 
向
こ
う
三
ケ
月
問
の
業
況
の
見

通
し

五
二
年
一
月
1
三
月
期
の
業
況
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
「
好
転
,
一
す

ニ
%
、
「
横

L

る
と
ゑ
る
も
の

ぱ
い
'
二
五
六
・
三
%
、
「
悪
化
」
す

る
と
み
る
も
の
二
四
・
五
%
(
B
S

ー
ー
ニ
・
七
)
で
尿
気
停
滞
幾
強

ま
0
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

菜
種
別
に
は
、
製
墾
・
商
業
と

も
B
S
1
が
ゼ
ロ
ラ
イ
ン
を
下
ま
わ

り
、
全
般
的
に
厳
し
い
見
方
を
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
で
、
蚊

帳
の
六
六
・
七
%
、
士
産
品
小
売
の

六
一
・
五
%
、
卸
売
の
一
三

%

小
売
の
三
・
七
%
と
繊
維
関
係
及

び
商
業
部
門
で
特
に
厳
し
い
見
方
を

し
て
い
る
。

8
 
向
こ
う
三
ケ
月
間
の
設
備
投
資

計
画

五
二
年
一
月
t
三
月
期
の
設
備
投

資
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
計
画
な
し
」

と
し
た
も
の
は
七
八
・
一
%
、
「
着

工
中
」
五
・
三
%
、
「
誌
あ
り
」

と
し
た
も
の

六
%
で
依
然
と

し
て
低
製
が
う
か
が
わ
れ
る
。
業

種
別
に
も
諾
不
足
を
訴
え
て
い
る

商
業
部
門
で
も
先
行
見
通
し
の
不
安

資
金
難
等
か
ら
七
六
・
九
%
が

「
汁
画
な
し
一
と
答
え
て
お
り
、
設

備
投
資
に
ょ
る
景
気
回
復
は
期
待
薄

と
考
え
ら
れ
る
。

9
 
経
営
の
努
力
目
標

経
営
の
努
力
目
標
に
つ
い
て
は
、

「
販
路
・
受
注
拡
張
」
ハ
ニ
・
六
%

「
新
製
品
開
発
」
一
四
・
九
%
、

「
業
種
転
換
」
二
・
五
%
系
気
中

だ
る
み
を
反
映
し
て
「
版
路
・
受
注

拡
張
」
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

(
前
回
「
販
路
・
受
注
拡
張
」
七
七

ハ
%
、
「
新
製
品
開
発
」
一
七

.一
%
、
「
業
種
転
換
'
一
五
・
一
%
)

業
種
別
に
み
る
と
、
商
業
部
門
の

九
一
・
ニ
%
が
個
人
消
費
の
仲
び
悩

み
等
か
ら
「
販
路
・
受
絵
張
」
を

重
大
努
力
目
標
に
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
繊
維
の
四
二
・
九
%
、
食
料

品
の
三
0
・
0
%
が
新
製
品
開
発
を

重
点
努
力
目
標
と
し
、
よ
り
高
い
付

加
価
値
生
産
の
効
果
を
目
ざ
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
蚊
帳
の
二
五

0
%
が
業
種
転
換
を
志
向
し
て
お

り
、
社
会
的
二
ー
ズ
の
高
い
業
種
へ

の
転
換
が
う
か
が
わ
れ
る
。

経
営
上
の
閧
心
事

W
経
営
上
の
関
心
事
に
つ
い
て
は
、

「
物
価
値
上
り
L
 
六
七
・
七
%
、

「
金
融
動
向
」
一
七
・
七
%
、
「
求

人
動
向
」
一
四
・
六
%
で
資
金
の
逼

迫
か
ら
、
金
融
動
向
に
関
心
が
移
行

し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

(
前
回
「
物
価
値
上
り
」
七
一
一
・
六

%
、
「
金
融
動
向
」
八
・
五
%
)

業
種
別
に
は
、
商
業
部
門
の

九

一才、

7

四
%
が
資
金
繰
難
等
か
ら
金
融
動

向
に
関
心
を
示
し
印
刷
の
三
一
・
ニ

%
、
士
産
品
小
売
の
二
三
・
五
%
、

蚊
帳
の
二
0
・
0
%
が
人
手
不
足
か

ら
求
人
動
向
に
大
き
く
関
心
を
示
し

中
小
蛋
の
人
手
不
足
が
依
然
と
し

て
強
く
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
、
わ

れ
る
。

※
注
一B

S
1
 
(
ビ
ジ
、
不
ス
・
サ
ー
ベ
イ

に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

ロ
ロ
ロ
お
取
扱
い
ロ
ロ
ロ

マ
加
入
資
格

商
工
会
議
所
の
会
員
璽
所
の
役

員
及
び
従
業
員
と
そ
の
ビ
家
族
の

方
で
年
令
六
十
五
才
六
力
月
ま
で

の
方

▽
契
約
期
問

各
加
入
者
ご
と
に
効
力
発
生
日
か

ら
向
う
五
年
聞

▽
掛
金
払
い
込
み
方
法

掛
金
は
月
払
い
と
し
、
当
月
分
を

前
月
の
二
十
日
頃
に
金
融
機
関
の

ご
指
定
口
座
か
ら
窃
県
替
に
ょ

0
て
払
い
込
む
。

イ
ソ
デ
ツ
ク
ス
)
は
条
気
全
般
の

見
通
し
に
つ
い
て
「
強
気
」
あ
る

い
は
「
弱
気
」
の
度
A
を
示
す
。

ブ
ラ
ス
な
ら
強
気
楽
観
を
一
謙

し
、
マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気
・
悲
観

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

則
.
 
m
 
.
一
.
 
1
獣
(
父
1
 
父
)

汁
た
一
(
X
十
イ
+
~
)
1
]
0
0

X
・
一
雪
イ
・
声
兵
ぐ

M
1
罵
t

,
ノ
●
气
゛
ノ
゛
气
'
ノ
゛
、
4
/
'
气
゛
ノ
,
、
4
/
゛
、
4
1
゛
、
゛
ノ
◆
、
4
/
4
、
4
1
●
气

中
小
企
業
施
策
に
関
し
て
要
望

経
済
政
策
委
員
会

寓
窒
M
隆

当
所
で
は
、
創
立
即
周
年
会
員
大

会
で
決
議
さ
れ
九
中
小
企
業
施
策
に

関
す
る
要
望
を
去
る
三
月
九
日
開
催

の
経
済
政
策
委
員
会
で
と
り
ま
と
め

各
関
係
先
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

要
望
先
福
田
内
閣
総
理
大
臣

「
全
国
特
殊
部
落
り
ス
ト
」
に
つ
い
て

目

冠
省
御
高
承
の
よ
う
に
、
昭
和
四

四
年
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の

施
行
以
来
、
奈
良
地
方
法
務
局
、
並

び
に
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

に
お
、
き
立
し
て
は
、
そ
の
趣
旨
に
則

り
憲
法
の
理
念
及
び
同
和
対
策
事
菜

特
別
措
置
法
の
趣
旨
を
実
現
す
る
た

め
、
各
種
啓
発
活
動
を
通
じ
鋭
意
努

力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
t
が

一
昨
年
末
企
業
防
衛
懇
話
会
と
称
す

る
も
の
か
ら
、
全
国
の
同
和
地
区
の

所
在
地
名
を
明
記
し
た
「
人
事
極
秘

部
落
地
名
総
鑑
L
 
の
購
入
案
内
書

.が
多
く
の
企
業
に
配
布
さ
れ
、
一
部

の
企
業
に
船
い
て
こ
れ
を
購
入
し
て

い
た
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

誠
に
遺
憾
な
で
き
ご
と
で
あ
り

は
、

ま
し
た
。

こ
の
冊
子
並
ぴ
に
購
入
案
内
書
は

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
趣
旨

に
反
し
、
特
に
同
和
地
区
住
民
の
就

職
の
機
会
均
等
に
影
響
を
及
ぽ
し
、

更
に
は
様
ん
の
所
を
招
来
し
助
長

す
る
極
め
て
惡
質
な
差
別
文
書
で
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
ま
た
、
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
内
容
の
類
似
冊
子
「
全
国
特

殊
部
落
り
ス
ト
」
が
版
売
さ
れ
、
奈

良
県
下
の
傘
が
こ
れ
を
購
入
す
る

と
い
う
裏
件
が
発
生
し
、
目
下
雛
一

調
査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
も

田
中
通
産
大
臣

岸
田
中
小
企
業
庁
長
官

花
岡
大
阪
通
産
局
長

奥
野
、
服
部
、
吉
田
、
林

新
谷
、
堀
内
、
向
井
、
川
木

各
県
選
出
国
会
議
員

ベ

.リ

二
の
繩
冊
子
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
十
分
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
こ
れ
ら
の
冊
子
の
及
ぼ
す
社
会
的

影
響
に
か
~
か
み
、
そ
の
販
売
、
あ

る
い
は
購
入
の
絶
滅
を
期
し
、
今
後

と
も
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
)

貴
企
業
に
お
か
れ
て
、
、
今
後
と

も
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い

認
撃
広
め
て
い
く
た
め
の
と
り
組

み
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。そ

し
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
相
互

に
人
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
同

和
対
策
璽
の
円
滑
な
実
施
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
の
趣
旨
を
、
な
お
一
層
御
理

解
い
た
だ
き
、
市
民
的
権
利
の
中
で

も
特
に
就
職
の
機
会
均
等
を
侵
す
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
た
い

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
述
の
差
別
冊
子
や
類
似

の
冊
子
・
を
購
入
し
た
り
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
購
入
案
内
書
の
送
付
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
奈
良
市
高
畑

町
七
七
八
1
-
奈
良
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
器
宛
(
親
展
)
に
送
付

い
た
だ
き
た
く
特
段
の
御
協
力
を
要

請
い
た
し
ま
す
。

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

奈
良
地
方
法
務
局

T
E
L
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五
三
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一

ト

十

6

商
工
会
議
所
共
済
制
度
の
一

環
と
し
て
お
届
け
す
る
『
医
療

保
険
』
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

保
険
は
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

成
人
病
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

病
気
ま
た
不
慮
の
事
故
に
ょ
る

入
院
、
保
障
し
ま
す
か
ら
安
心

で
す
。
お
問
い
合
せ
は
当
所
共

済
係
(
担
当
石
田
)
ま
で
。

ロ
ロ
ロ
五
つ
の
特
長
ロ
ロ
ロ

一
入
院
・
手
術
・
看
護
な
ど
幅

広
い
医
療
費
の
補
償

ソ
や
成
人
病
だ
け
で
な
く

あ
ら
ゆ
る
病
気
や
不
慮
の

事
故
に
ょ
り
入
院
し
た
と
き

の
差
額
べ
ッ
ト
費
用
、
手
術

費
用
や
付
祭
看
護
科
な
ど

医
療
費
の
患
者
負
担
を
補
償
し
ま

す
。

二
安
い
掛
金

医
療
保
障
、
死
亡
保
障
だ
け
を
目

的
と
し
た
新
し
い
無
配
当
タ
イ
プ

の
保
険
で
す
。
満
期
保
険
金
、

当
金
が
な
く
、
そ
れ
だ
け
掛
金
は

安
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

三
加
入
は
簡
単

医
師
に
ょ
る
診
査
は
な
く
、
告
知

だ
け
で
加
入
で
き
ま
す
。

四
法
人
掛
金
は
全
額
損
金
処
理

法
人
が
支
出
し
た
掛
金
は
す
べ
て

翻
厚
生
費
と
し
て
損
金
に
計
上

で
き
ま
す
。

五
給
付
金
の
非
課
税

入
院
・
手
術
・
看
護
の
各
給
付
金

(

入
院
・
手
術
・
看
護
費
用

.
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第103号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース

書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

'

昭和52年4月10日(毎月1回10日発行) 第]03号(第三愈郵便物認可)

珪忙妾名踏句,由

入院給付金

★★★給付の内容★★★

篇疉によ町霞瓢して10日
以上入屍し虹亡き

看媛枯付金

二F卑Φ享敵によ口3日以
上入跳しだ亡き

__」..

ノ~

フ、院中、,T旦の0臭掌駅
盟ガ埋艮しτ10日以上と
慰り厚宣Φ雪島宅ガ冒艮
し1里せ:き

手術結付金

10
1日につき

5.000円

生命保険金

2゜

所庄の写吻モ畳けだ亡き

,Eにつき

10,000

,日につき

凱烹て死亡廐貞の亡き

3゜

奈良会議所ニュース

5,000

,日にう君

15,000円

不慮Φ軍五で1帥日以内
に莞亡・凱痩のとき

π日につき

10,000

,盛10=0曝
野司万丹
25 7.5

40
IEにつき

11000

IeCつき

与彊,口琵'コ゛
さ司
50 -15

15,000

万円

1日こうき

20,000円

万円

早゛,目にう邑
巴円巴
75、ユユ.5

"^.^,^

要望内容

1.当面の長期不況脱却がーつにかかって政
府の景気浮・揚策の成否にかかっていること
から、この際勇気をもって大幅所得減税、
公共投資の拡充、企業の金利負担の軽減を
断行すべきである。

2.新製品の開発と創造性に富む専門中小企
業の健全な育成強化をはかるため、中小企
業の技術革新に刈する税制上の抜本的な優
遇、金融面からも積極的な指導援助をぢ・え
勺こと。

3.低成長時代は企業競争の激化を招き適者
生存の世となるが企業規模の大小に拘らず
企業存在の意義を再認識し、相互扶助の企
業倫理の高揚につとめ、広く業界の啓蒙、
摩擦の排除指導に察段の配慮がなされるこ

亭●,n亡つ血
乃丹
1伽,・30

3M万円

昭和診年4月10日(毎月1回10日発手D

ユ伽芳円

4。。万丹

口
ロロ

^

ご婚礼組夜具
応接セット

良心的な価格・正札販売の店
暮しに奉仕

^釜i三iE,,、 カ^テン

事務用家具
ノひームアクセサリー
タンス

奈良市二条W丘丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

0742
07435
07437

(33) 7671
( 6 ) 2731
( 4 ) 2181

雛一ご婚礼家具
^ドレッサー

^^

営業

,'
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ー,拶叫y二。-tリで'之ア声、ノ拶〆1J^UJ.
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1
里
号
れ
・
申
高
洪
1

1
号
早
続
が
有
利
1

確
定
申
告
期
は
終
り
ま
し
た
が
、

あ
な
た
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
。

も
し
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
す
る

の
を
忘
れ
て
い
た
、
と
い
う
人
は
、

す
ぐ
に
で
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
は
し
た
が
、
計
算
述
い

な
ど
で
税
額
が
少
な
過
ぎ
た
と
い
う

人
も
、
分
か
っ
た
時
点
で
、
す
ぐ
に

修
正
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
の
も
、
税
務
署
か
ら
の
調

査
を
受
け
九
後
だ
と
、
調
査
を
受
け

る
前
に
比
べ
て
、
税
金
(
加
算
税
)

を
多
く
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
無
申
告
や
申
告
閻
違

い
に
気
付
い
た
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
過
少
、
還
付
請
求
過
大
の
と
き

は
修
正
申
告
を

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て

確
定
申
告
し
た
後
で
、
納
め
た
税
金

が
少
な
か
0
た
り
、
還
付
を
受
け
る

税
金
が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
し

た
と
き
は
正
し
い
金
額
ド
訂
正
す
る

た
め
に
「
修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
修
正
申
告
」
は
、
税
務
署

か
ら
「
更
正
」
を
受
け
る
ま
で
な
ら

い
つ
で
も
で
き
る
の
で
す
が
、
な
る

べ
く
な
ら
早
く
修
正
申
告
す
る
方
が

有
利
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
税
務

署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
「
修
正
申

告
L
 
し
た
り
、
「
更
正
」
を
受
け
た

り
す
る
と
「
修
正
申
告
」
や
「
更
正
」

で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ

か
に
、
税
額
の
五
%
の
過
少
申
告
加

算
税
を
^
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
悪
質
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
三
0
%
の
重
加
算
税

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

逆
に
、
自
分
で
間
違
い
に
気
付
い
て

調
査
を
受
け
る
前
に
す
す
ん
で
「
修

正
申
告
」
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申

告
加
算
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
「
修
正
申
告
」
に
ょ

つ
て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
は

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
九
、
そ

れ
に
合
せ
て
三
月
十
六
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
延
滞
税
は
、
修
正

申
告
書
を
捉
出
し
て
か
ら
一
か
月
ま

で
は
年
率
七
・
三
%
で
す
が
、
そ
れ

を
過
ぎ
る
と
一
四
・
六
%
に
な
り
ま

す
。

な
お
、
修
正
申
告
書
の
用
蔽
は
税

務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
過
大
、
還
付
請
求
過
少
の
と
き

は
更
正
の
請
求
を

所
得
や
税
額
を
間
違
え
て
確
定
申

告
し
九
後
で
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て

い
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少

な
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
し
た
と
き

は
、
正
し
い
金
額
舒
正
す
る
た
め

に
「
更
正
の
黎
」
を
t
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
{
,
更
正
の
黎
L
 
が
で
き
る

の
は
、
申
告
期
限
(
還
付
請
求
申
告

き
つ
い
て
は
申
告
書
を
提
出
し
た

日
)
か
ら
一
年
間
で
す
の
で
、
昭
和

五
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月

十
五
日
ま
で
と
た
り
ま
す
。

一
.
更
正
の
請
求
L
 
を
し
ま
す
と
、

税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
調
べ
て
、

そ
の
請
求
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
と
き
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
返

つ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
納
期
限
に
遅
れ
て
納
め
た
と

き
に
延
滞
税
が
か
か
る
の
と
同
様
、

還
付
加
算
金
が
つ
い
て
返
っ
て
き
ま

す
。
た
だ
し
、
還
付
加
算
金
の
計
算

は
、
延
滞
税
と
同
じ
く
、
五
百
円
未

満
の
と
き
は
返
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
五

百
円
以
上
で
も
百
円
未
満
の
部
分
は

切
り
捨
て
ら
れ
ま
す
。

な
船
、
「
更
正
の
黎
L
 
の
用
祇

は
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は

期
限
後
申
告
を

確
定
申
告
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た

と
き
は
、
申
告
期
限
後
で
、
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
期
限
後
申
告
」
は
、
税
務

署
か
ら
「
決
定
」
を
受
け
る
ま
で
な

ら
、
い
つ
で
も
で
き
る
の
で
す
が
、

な
る
べ
く
な
ら
早
く
申
告
す
る
方
が

有
利
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
、
、
税

務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
「
期
限

後
申
告
」
し
た
り
、
申
告
す
る
前
に

「
決
定
」
を
受
け
た
り
す
る
と
「
期

限
後
申
告
L
 
や
「
決
定
L
 
に
ょ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か

に
、
そ
の
税
額
の
-
0
%
の
無
申
告

加
算
税
を
納
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
悪
質
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
三
五
%
の
重
加
算

税
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
逆
に
、
調
査
を
受
け
る
前
に
す
す

ん
で
申
告
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加

算
税
が
税
額
の
万
%
だ
け
で
す
み
ま

す
。と

こ
ろ
で
「
期
限
後
申
告
」
に
ょ
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と
き
四
月
十
八
日
t
二
十
日

と
こ
ろ
当
所
4
階
・
5
階

講
師
教
育
コ
ソ
サ
ル
タ
ン
ト

(
男
子
コ
ー
ス
)

森
本
正
樹
氏

女
子
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

(
女
子
=
ー
ス
)

西
田
恭
子
氏

受
講
料
一
名
に
つ
き
一
、
五
0
0
円公芋

キ
ス
ト
・
昼
食
代
)

広
く
関
係
名
各
位
の
需
を
歓
迎
し
ま
す
。
な
お
各
コ

ス
と
も
定
員
(
五
十
名
)
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
い

き
ま
す
。
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肌
、
ノC

る
税
額
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
日

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
延
滞
税
も
修
正
税
も
修
正
申
告

の
場
合
と
同
様
、
三
月
十
六
日
か
ら

納
め
る
日
ま
で
か
か
り
ま
す
の
で
、

合
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
の
用
舐
は
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

^
N
^
臣
゛
^
^
陥
舌
恕
A
包
丸
祇
゛
●
'
^
丸
訟

一
.
^
^
^
二
W
^
可
^
部
^
'
一
枯
瓢

^
^
^
^
J
弘
^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
、

山
中
山
木
選

屋
市
L

士
良
E

富
奈
T
 
本
奈
T

一
一
(
、

世
界
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
金
が
平
だ
ノ
)

あ
る
。
そ
れ
に
法
律
と
し
て
成
立
し

疑
子
無
し
税

な
か
っ
た
も
の
を
含
め
る
と
相
当
な

ソ
連
の
独
身
男
性
は
泣
い
て
い
る

数
に
な
る
。

七
言
っ
て
も
結
婚
相
手
が
い
な
い
か

こ
こ
で
{
、
そ
の
う
ち
か
ら
一
風
ら
、
と
言
う
わ
け
で
は
よ
、
0

変
っ
た
税
金
を
紹
介
し
よ
う
。

で
は
、
何
が
原
因
か
。
「
税
金
の

驚
菓
子
税

無
い
国
」
は
社
会
主
義
国
の
理
想
で

明
治
十
八
年
、
藥
子
税
が
創
設
さ
あ
る
。
に
、
か
か
わ
ら
ず
「
子
無
し

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

税
L
 
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

こ
れ
は
、
営
業
税
と
製
造
税
の
二
る
。

つ
に
分
れ
て
い
た
。
例
え
ぱ
、
営
業

こ
れ
は
、
も
と
も
と
戦
時
中
に
孤

税
堕
屈
用
人
の
数
が
十
人
以
上
の
者
児
を
救
済
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

第
良
L

部
E

雪
の
こ
る
池
の
汀
に
さ
ぎ
一
羽

雪
積
る
気
配
枕
に
夜
の
更
け
て

星
袈
に
ぎ
し
と
伝
は
る
し
ま
り
雪

細
雪
肖
像
若
く
う
れ
ひ
あ
り

畑
中
に
梅
一
本
の
紅
淡
し

雲
流
る
明
け
ゆ
く
空
に
星
残
り

梅
の
香
に
誘
は
れ
今
日
も
廻
り
道

春
め
く
や
鹿
の
ね
そ
べ
る
塔
の
下

89

上
高
の
五
%
で
あ
っ
た
な
お
、

十
歳
以
上
の
独
身
男
性
と
子

こ
の
菜
子
税
は
明
治
二
十
九

供
の
い
な
い
夫
婦
。
税
率

年
に
廃
止
さ
れ
た
。

収
入
の
六
%
と
い
う
か

、

と
こ
ろ
で
、
妓
近
の
お
菓

ら
か
な
り
高
く
結
婚
一
か
月

子
屋
さ
ん
を
み
る
と
、
そ
の

後
か
ら
徴
収
さ
れ
る
そ
の
う

種
類
、
多
く
、
は
ん
濫
し
て

え
、
共
働
き
の
夫
婦
の
場
合

い
る
七
言
っ
て
ょ
い
ほ
ど
。
そ
の
せ

両
方
に
課
税
さ
れ
る
と
い
う
か

い
か
、
子
供
の
虫
歯
が
お
び
た
だ
し
ら
厳
し
い
。
、
し
か
す
る
と
こ
れ
は

く
悪
化
し
て
ぃ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
婚
前
念
を
将
大
励
す
る
制
度
か
も

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
今
、
菜
子
税

と
こ
ろ
で
、
敲
婚
し
た
男
性
の
場

が
あ
れ
ぱ
、
子
供
の
虫
歯
は
少
し
で
合
は
、
例
え
子
供
が
元
の
妻
の
方
に

も
良
く
な
る
だ
ろ
う
か
。

い
て
も
税
金
は
払
わ
な
く
て
、
す

し
か
し
、
現
在
柴
子
税
が
な
い
と
む
。
そ
の
代
り
、
養
育
費
を
子
供
一

い
う
こ
と
は
甘
党
に
と
0
て
う
れ
し
人
の
場
合
は
収
入
の
二
五
%
、
二
人

い
こ
と
。
ぜ
ん
ざ
い
、
し
る
こ
、
ケ
の
場
合
は
三
三
%
を
支
払
わ
な
け
れ

、
0

、
は
な
ら
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

0

キ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・

L

辛
党
の
陰
の
声
(
船
れ
た
ち
は
酒
ソ
連
の
独
身
男
性
は
救
わ
れ
な
い
よ

税
を
支
払
っ
て
い
る
ん
だ
ぞ
。
不
公
う
で
あ
る
。
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和
食
店
五
辰

一
手
打
ち
め
味
を

一.

一
一
ノ

,
手
打
ぢ
ゐ
う
ど
ん
、
そ
ぱ
を
パ
ツ

'

.

ク
し
ま
し
た
1
和
食
店
三
辰
は
こ

の
.
ハ
ッ
ク
う
ど
ん
、
そ
ぱ
を
製
造
販

売
し
て
い
る
。

商
¥
始
め
た
の
は
約
十
年
削
。

一
レ

゛

年9

年

が
ら
の
方
法
。
,
う
ど
ん
も
全

く
の
手
打
ち
で
腰
の
あ
る
歯

ご
た
え
は
ツ
ウ
の
味
。

加
え
て
商
詣
対
す
る
研
究

心
も
旺
盛
で
あ
る
。
。
ハ
ッ
ク

ク

. 孝

一

年

1

6

8

.

J
 
T
J

ノ
一

●
゛
 
L

男

5

う
ど
ん
を
作
る
に
も
、
フ
ノ
商
品
コ

ノ
商
品
と
味
値
段
を
比
較
検
討
、
昨

年
九
月
堂
々
の
自
信
作
,
。
ハ
ッ
ク
う

ど
ん
、
の
完
成
と
相
成
0
た
ワ
ケ
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
物
の
手
打
ち
9
・

と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
調

理
場
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
な
ど
サ

ー
ビ
ス
精
神
も
忘
れ
な
い
。

「
安
く
て
、
う
ま
い
も
の
を
提
供2

3

ー
ー

一
司

、

一

4

ニ
ー
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三

、
「
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〒

五
"
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'
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ξ
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奈
良
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ど
ろ
ん
こ
美
容
"

奈
良
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場

一
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●
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宝
リ
奔
乳
宝

↓
、
ー
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早
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ヨ
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ー

問

当
時
は
普
通
の
大
衆
食
堂
で
あ
っ
た

が
何
か
珍
し
い
商
売
は
?
と
考
え
付

い
九
の
が
J
パ
ッ
ク
う
ど
ん
、
。
も

が
 
0
、
Y
/

ち
ろ
ん
味
も
船
墨
付
。
と
い
う
の
も

主
人
の
柏
田
さ
ん
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
で

十
三
年
男
し
屋
を
経
営
、
下
地
は

.
完
ぺ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
で
、

巷
に
無
数
に
出
回
巾
て
い
る
イ
ン
ス

タ
ソ
ト
麺
類
と
は
ひ
と
味
述
う
こ
と

一

に
な
る
。
化
橘
味
料
は
一
切
使
用

せ
ず
、
か
つ
ぉ
で
ダ
シ
を
と
る
昔
な

卦
畿
畷

、
 
J
 
〒
ε
一
鼻

鼻

か
の
有
名
な
山
野
愛
子
女
史
直
伝

の
美
荏
を
お
届
け
し
ま
す
ー
。
'

名
付
け
て
"
ど
ろ
ん
こ
美
容
"
。
こ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
美
容
法
を
提
供
す
る

の
が
奈
良
キ
ノ
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ソ
し
た
の
は
昨
年
六
河

と
日
は
浅
い
が
も
と
も
と
こ
の
美
容

法
、
マ
ス
宮
ミ
な
ど
で
知
れ
渡
っ
て

い
る
せ
い
か
順
四
浸
透
。
三
十
人

圭
凱'

、
全
,
,

一

女
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、
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ヅ
,
^
》
?
一
;
.
~
ー
)
ぐ
ヲ
》
勺

ミ
^
零
^
一
谷
讐
心
§
§
嘉
ご
、
^
《
三
§

す
る
の
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。
そ
の
た

め
岳
く
の
は
惜
し
ま
な
い
で
す
よ

し
と
話
す
の
は
主
人
の
柏
田
さ

い
が
主
。
『
?
才
は
お
肌
の

曲
が
り
角
』
と
は
大
分
前
の

=
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
が
女
性
も

あ
る
年
に
な
る
と
美
し
さ
が

失
わ
れ
る
こ
と
は
事
実
ら
し

会
費
御
納
入
は
今
月
末
迄
に

昭
和
五
二
年
度
の
予
算
も
詣
御
納
入
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

さ
れ
新
年
度
に
向
っ
て
事
業
を
推
す
が
、
追
っ
需
求
致
し
ま
す
の

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
誠
に
恐
縮
な
が
ら
今
月
末
ま
で

?
き
ま
し
て
は
事
業
推
進
上
の
に
御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

財
政
基
盤
と
丸
言
う
べ
き
会
費
を
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ん
。屋

号
の
三
辰
は
柏
田
さ
ん
の
生
年

月
日
か
ら
取
っ
た
も
の
。
つ
ま
り
大

正
三
年
の
辰
年
生
ま
れ
。
大
正
男
の

商
売
に
対
す
る
根
性
が
こ
の
店
に
は

見
ら
れ
た
。

【
メ
古
▽
所
在
地
・
奈
良
市
中
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美
ケ
丘
中
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美
団
地
マ
代
表
者
・
柏

田
栄
三
マ
T
E
L
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@
一
二
五
三

い
。
そ
こ
で
く
だ
ん
の
美
容
法
が

登
場
す
る
次
第
と
な
る
ワ
ケ
。

「
女
性
た
る
も
の
、
い
つ
ま
で
も

美
し
く
あ
り
た
い
と
願
う
の
は
誰
し

も
同
じ
こ
と
。
今
後
も
美
の
追
求
と

組
織
の
拡
充
に
全
力
を
あ
げ
て
ゆ
き

い
る
美
容
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
も
全
日

ブ
ル
回
転
、
ど
ろ
ん
こ
普
及
に
東
奔

西
走
の
毎
日
だ
と
い
う
。

ど
ろ
ん
こ
美
容
の
,
ど
ろ
ん
こ
"

の
中
身
は
、
と
聞
い
て
み
る
と
蜂
蜜

オ
リ
ー
ブ
油
、
漢
方
薬
・
:
・
・
・
と
す
べ

て
自
然
物
を
使
用
、
綴
な
く
美
し

く
な
る
と
い
う
仕
組
み
。
や
は
り
女

性
は
自
然
の
美
し
さ
が
一
番
と
い

う
と
こ
ろ
か
。

次
に
、
利
用
者
は
?
と
話
を
向
け

る
と
シ
ミ
、
ソ
バ
カ
ス
が
目
立
ち
始

め
る
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
ぐ
ら

f
＼

.

(
、

卒高

ま
す
」
と
話
す
の
は
代
表
者
の
宮
沢

さ
ん
。,

ワ
タ
シ
、
こ
の
頃
シ
ミ
、
ソ
バ

カ
ス
が
増
え
て
き
た
み
た
い
:
・
:
・
"

と
、
お
嘆
き
の
向
き
は
、
一
度
こ
の

"
ど
ろ
ん
こ
美
容
"
を
船
試
し
に
な

0
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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十
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一
級
販
売
士
に
二
名
合
格

細
井
、
瀬
戸
の
両
氏

販
売
士
9
嬰
峠
、
一
級
販
売
士
対
し
一
名
合
桜
で
あ
っ
た
の
に
対
L

検
定
の
合
格
者
が
こ
の
ほ
ど
日
・
問
か
今
回
は
十
八
名
の
受
験
者
に
対
し
、

ら
発
表
さ
れ
、
細
井
修
二
氏
ー
ジ
ャ
ニ
名
が
合
怜
谷
格
率
十
一
%
)
し

ス
コ
鵬
と
瀬
戸
達
雄
氏
"
日
木
専
売
た
も
の
の
同
建
疋
の
雌
し
さ
は
相
変

公
社
奈
良
営
業
所
の
両
氏
が
合
俗
L
 
わ
ら
t
で
あ
っ
た
。

な
お
、
き
る
七
打
二
十
一
日
に

、
」
0同

検
定
(
一
級
)
は
今
回
で
二
回
は
三
級
の
阪
売
士
検
定
が
予
定
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事務

1 -般亊j劣

奈良会議所_ご_ユース 昭和52年4月10日く毎月1回10日発行)、

1 1 薬剤師 26 1 染斉'、擧1。ケ月1]20,000円1■盟卜袈W)1尖哉需通1剰涜生.駒市 1

,、イ'・,・,,'"

2 -、般事務 23

3 経理那務 133
但母
(託児所)

験手取賃金
(月収)

本人

4年6ケ月1

勤務時間
(休日)

の 三藍二

胤リ'邁N 住所1の有無

80,000円(目耀.祝日)

(日曜・祝日)'通
奈良而9.00~5.00

(日曜・祝日)

通

1配偶者

85,000円( H祝.祝日)

菓子食品部
冷沫冷藥部

3月17日掲岐分

/1丈

学歴・資格

向1

高卒(電機科)

不闇奈良市 1
不問

不問

不問
二tl!ー
ノ]弌、

高卒

奈良市 1 無
奈良市 1 有
奈良市 1 有

旧中卒

第103号(第三種郵便物認可)

藁科大学卒薬剤師
臨床検査技師
工ぎデニeヰ
1司

珠算3級

短大卒
養護教員

株式会社

本社及び
奈良事務所,
京都事務所
大阪事務所

2級

代表取締役
舛谷博行

,

^

奈良市大宮町 1'丁目 6 番 21号 TEL 奈良(0742) 3 4-14 6 1qo
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会鮮÷侃京都(075)221-1632 代
大阪市淀川区宮原2丁阿 13・L-'12 "比〒ビル,皿大阪(06) 391-5071 代

^
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